
５ フードテック関連海外展開加速化対策
令和９年度予算概算要求額 3,700百万円（前年度 ー ）

＜事業の内容＞
１．先行事例創出型 3,000百万円（前年度 ー ）

植物工場、陸上養殖、食品機械、新規食品のフードテック分野の先端技術を有する日
本企業の海外展開を推進するため、海外を対象とした実現可能性調査（FS）及び実
証に要する費用の一部を支援します。
 また、2027年にセルビアで開催されるベオグラード国際博覧会において、日本政府が出
展を予定している日本館内でフードテックを中心とした日本食の魅力発信イベントを開催し、
日本が有するフードテック関連技術等の情報発信等による需要創出を行います。

２．国際機関連携型 700百万円（前年度 ー ）
国際機関と連携し、我が国民間企業とグローバルサウス諸国現地のニーズのマッチン

グを図り、有望なフードテック技術を有する民間企業の海外展開を支援します。企業の
ニーズ掘り起こしから国・技術のマッチング、プロジェクト立上げまでを一気通貫で対応するこ
とで、日本企業案件の円滑な立ち上げと実施に貢献します。
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＜事業のイメージ＞
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＜対策のポイント＞
フードテック分野の先端技術を有する日本企業の海外展開を推進し、海外市場のシェア拡大によって稼げる農林水産業・食品産業を創出するとともに、世
界各国・地域の食料課題の解決に寄与するため、日本企業の海外市場開拓及び拡大に必要となる実現可能性調査（FS）・実証、情報発信等及び国
際機関との連携を支援します。

＜事業目標＞
世界市場のシェア３割又は売上額３兆円［令和22年まで］
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＜事業の流れ＞

※ 中小企業等は2/3補助、大企業は1/2補助
※ 民間企業等からの出資額、融資額等の２倍

まで補助

［お問い合わせ先］ （１の事業） 輸出・国際局新興地域グループ （03-3502-5913）
（２の事業） 輸出・国際局国際戦略グループ （03-3502-8497）
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